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なお、本研究の一部を構成する、各種脊椎動物における ABO式血液型
関連抗原発現部位の研究に際して、東京都中央区銀座4丁目 大倉本館
内外施設株式会社内 南葵育英会から、 『脊椎動物進化に伴う ABO式血
液型関連糖鎖抗原発現の組織化学的解析』に関する調査研究のため助成金
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(ABH-related sntigens in human male genital tract 
A histochemical examination， 
International Journal of Legal Medicine 105， 75-80， 1992において
発表)
解剖時に精巣、精巣上体、精嚢腺、前立腺の生殖臓器切片採取、ホルマ
リン固定後パラフィン切片を作成、単クローン抗A，B， H (1鎖及び 2









巣輸出管上皮細胞では、 Se遺伝子の支配を受け、 Aもしくは Bと合わせ
てH (1鎖及び2鎖)が、また Le aもしくはLeb抗原が発現され、 S
e遺伝子と関係なく、 Le y抗原が発現されていた。精巣上体上皮細胞で




受け、赤血球表現型に一致するAもしくは B抗原と H (2鎖)抗原、 Se 
遺伝子と関係なく、 Le y抗原が発現され、 H (1鎖)と Lea. Leb 
抗原の発現は見られなかった。前立腺では、 Se遺伝子の支配を受け、赤
血球表現型に一致する Aもしくは B抗原と H (1鎖と 2鎖)抗原、 Le a 
もしくはLe b抗原、また、 Lex. Ley抗原の発現も見られ、 Se遺
伝子の支配を受けない抗原発現様式も認められた。また前立腺では、 A.
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3) A B 0式血液型遺伝子型判定方法の開発
(山田光子、兼正晃、山本好男、福永龍繁、西克治
DNA試料を用いてのABO式血液型判定
医学の歩み 161、 997-998、 19 9 2において発表)
ABO式血液型表現型は、 A， B， A B， 0からなるが、 A型には、大
きな亜型A1. A 2型があり、遺伝子型は、 A型では、 AA型と AO型と
な。遺伝子型による臓器・組織でのABO式血液型抗原発現様式の相違も
考えられる。このため、 ABO式血液型遺伝子型判定方法の開発を試みた白
199 0年に C1 a u s e nらにより単離され、山本らによって cDN
Aがクローニングされた糖転移酵素の遺伝子座における差異を PCR増幅
と制限酵素処理により ABO式血液型遺伝子型判定方法を開発した。すな
わち、 ABO対立遺伝子の塩基配列が異なる第258塩基領域で、 5' -
ATGTGGGTGGCACCCTGCCA， 5' -ACTCGCCAC 
TGCCTGGGTCT 及び第 523塩基領域で 5'-AGGGGTG
CACGGCCGGCGGC， 5' -GAAATCGCCCTCGTCC 
TTをプライマーとしてTaQポリメラーゼを用い、新鮮血液から抽出調
整したDNA10ngを鋳型として増幅を行った。増幅されたDNA断片
を2分し、第258塩基領域断片は、 Bs t E 1 1あるいはKpnIで、
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3年から 1993年の聞に制検が行われ、死後経過時間は 3時間から 3日
までであった。
約 20mgのパラフィン包埋臓器から 1ないし 10μgのDNAが得ら
れたが、死後変化とフォルマリン固定の影響のため、 DNAは分解を受け
1 0 0 b pから 2kbpの分子量サイズであった。われわれの新鮮血液由
来DNAでのABO遺伝子型判定に用いたプライマーでは、 248bpの
断片は PCR増幅されたが、 467bpの断片は増幅が困難な例が見られ
た。 Leeand chang (J.Forens Sciences 37.1269-1275.1992)の報告に
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- ABO 式血液型関連糖転移酵素遺伝子について ー



































切片を作成し、 HPA. ECA. PNA. SBA. GSAI-B4. EE 
L. DBA. WGAなどのレクチンを用いて染色した。いずれの個体も末













































































成るエプナ-腺では、 Se遺伝子、 H遺伝子、 Le遺伝子、及びX遺伝子
の支配のもと、抗原が発現されていた。但し、 Le抗原の発現は赤血球表
現型と完全には一致しなかった。唾液腺の粘液細胞では、分泌型の Se/ 
S eあるいは Se / s e型個体では、両人種の抗原発現に相違は見られな
かったが、日本人 se / s e型の非分泌型個体では、 AあるいはB抗原が
分泌され、ドイツ人個体では、分泌されないか分泌されても非常に弱かっ
た。非分泌型日本人個体粘液細胞では、 Type1鎖、 Type2鎖両抗原に特異
性を有する抗AもしくはB抗体に反応性を示し、 Type2鎖抗原に特異性を
有する抗体では反応性を示さなかったロこのことから、日本人では、唾液
腺の粘液細胞で、 Se遺伝子に支配されないType1鎖を合成する未知のフ
コース転移酵素が存在している可能性が示された。
研究成果のまとめ
ABO式血液型関連抗原発現に関わる遺伝子は様々で、臓器・組織によ
りその関与様式をかえ、抗原発現性を複雑にしている。またこれらの抗原
は下等な脊椎動物で既に発現、分泌され、精子成熟過程や味覚受容器に関
与している結果を合わせ考えると、 ABO式血液型関連抗原糖鎖は、生命
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科学上で何等かの重要な役目を担っていると結論される。
? 『??
